
た
ち
で
全
て
計
画
・
実
践
を
行

デ
メ
リ
ッ
ト
」
な
ど
を
あ
げ
た
。

い
、
学
び
の
積
み
重
ね
が
見
え

そ
の
他
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

た
」
こ
と
を
成
果
と
し
た
。

教
育
で
働
か
せ
る
見
方
・
考
え

課
題
と
し
て
、
「
電
気
を
使

方
と
し
て
、
「
多
面
的
・
多
角

う
量
が
少
な
い
の
で
節
約
と
い

的
な
見
方
・
考
え
方
が
大
切
で

う
考
え
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
」

あ
る
」
こ
と
、
「
制
限
思
考
で

こ
と
や
「
コ
ン
デ
ン
サ
を
複
数

は
な
く
未
来
志
向
が
大
切
で
あ

使
う
こ
と
の
操
作
や
考
え
方
の

る
」
こ
と
を
報
告
し
た
。

多
く
の
生
徒
が
「
北
海
道
は

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
た
」
こ
と
や
「
資

料
を
読
み
取
り
、
自
分
の
考
え

を
も
ち
、
意
見
を
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
こ
と
を
成
果
と

し
て
報
告
。

課
題
と
し
て
、
「
３
Ｅ
＋
Ｓ

の
視
点
を
も
た
せ
て
課
題
解
決

佐
藤
憲
明
氏
に
よ
る
講
演
の

我
が
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

に
向
か
わ
せ
る
」
こ
と
や
「
資

内
容
は
以
下
の
通
り
。

ギ
ー
の
発
電
比
率
は
各
国
と
比

料
を
精
選
す
る
こ
と
で
生
徒
の

較
し
て
低
い
。

思
考
を
高
め
る
」
こ
と
な
ど
を

一
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課

あ
げ
た
。

我
が
国
は
資
源
に
乏
し
く
、

題
と
し
て
以
下
の
四
点
を
あ
げ

そ
の
他
、
「
社
会
科
に
お
け

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
極
め
て

る
。

最
後
に
森
山
研
究
部
員
よ
り

る
小
中
連
携
の
大
切
さ
」
や
「
既

低
い
。
化
石
燃
料
の
ほ
ぼ
全
量

①
他
の
電
源
よ
り
コ
ス
ト
が
高

今
年
八
月
に
静
岡
県
で
開
催
さ

習
事
項
や
他
教
科
で
培
っ
た
力

を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
り
、

い
。

れ
る
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

が
生
徒
の
考
え
を
更
に
高
め

原
油
は
中
東
依
存
度
が
約
九
割

②
た
く
さ
ん
の
土
地
面
積
が
必

育
学
会
に
お
い
て
、
六
授
業
の

る
」
な
ど
を
報
告
し
た
。

を
占
め
て
い
る
。

要
で
あ
る
。
火
力
発
電
一
年

う
ち
の
い
く
つ
か
を
実
践
発
表

併
せ
て
、
国
際
パ
イ
プ
ラ
イ

間
分
と
同
じ
発
電
量
を
得
る

会
に
は
全
道
よ
り
約
四
十
名

て
を
説
明
。
特
に
、
各
授
業
に

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ン
や
国
際
送
電
線
な
ど
国
際
的

た
め
に
必
要
な
土
地
面
積
と

が
参
加
。
冒
頭
、
小
池
千
秋
委

お
け
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
連
結
も
な
い
。

員
長
（
札
幌
市
立
平
岡
中
学
校

育
で
働
か
せ
る
見
方
・
考
え

ま
た
、
我
が
国
の
電
気
料
金

長
）
は
、
第
八
回
北
海
道
エ
ネ

方
」
「
持
続
可
能
な
社
会
を
つ

小
学
校
理
科
は
、
坂
下
哲
也

は
家
庭
用
、
産
業
用
と
も
に
各

ル
ギ
ー
環
境
教
育
研
究
大
会
札

く
る
た
め
に
育
む
資
質
・
能

教
諭
（
札
幌
市
立
信
濃
小
学
校
）

国
に
比
較
し
て
高
い
状
況
に
あ

幌
大
会
へ
の
参
加
と
研
究
協
力

力
」「
研
究
仮
説
と
の
関
わ
り
」

全
道
大
会
の
二
人
の
授
業
者

が
報
告
。

る
。

の
お
礼
を
述
べ
た
。
併
せ
て
、

に
重
点
を
置
い
た
と
説
明
。

が
実
践
報
告
を
行
っ
た
。
最
初

成
果
と
し
て
、
「
ブ
ラ
ッ
ク

本
研
修
会
の
ね
ら
い
と
意
義
を

小
学
校
社
会
科
は
「
体
験
活

に
、
中
学
校
社
会
科
の
佐
藤

ア
ウ
ト
の
経
験
か
ら
、
よ
り
自

二
北
海
道
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

説
明
。
本
委
員
会
の
研
究
に
対

動
を
通
し
て
見
方
・
考
え
方
を

航
教
諭
（
札
幌
市
立
あ
い
の
里

分
事
と
し
て
学
び
を
進
め
る
こ

北
海
道
は
全
国
に
比
し
て
民

す
る
会
員
の
今
後
の
一
層
の
協

高
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
こ
と
、

東
中
学
校
）
の
報
告
。

と
が
で
き
た
」
こ
と
や
「
自
分

生
部
門
の
割
合
が
大
き
く
、
産

力
を
要
請
し
た
。

中
学
校
理
科
は
持
続
可
能
な
社

業
部
門
の
割
合
が
小
さ
い
。
泊

次
に
、
森
山
正
樹
研
究
部
員

会
を
つ
く
る
た
め
に
育
む
資
質

発
電
所
の
停
止
に
よ
り
一
次
エ

（
札
幌
市
立
白
石
中
学
校
）
よ

・
能
力
と
し
て
「
自
然
事
象
に

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
に
お
け
る
石

り
第
八
回
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー

主
体
的
に
働
き
か
け
、
根
拠
を

油
・
石
炭
の
割
合
が
大
き
い
。

環
境
教
育
研
究
大
会
札
幌
大
会

も
っ
て
多
面
的
・
総
合
的
に
捉

ま
た
、
北
海
道
は
冬
期
の
暖

の
研
究
報
告
、
今
後
の
研
究
の

え
、
判
断
す
る
能
力
」
を
あ
げ

房
需
要
（
重
油
、
灯
油
）
が
多

方
向
性
を
説
明
。

た
。
研
究
仮
説
と
の
関
わ
り
で

い
た
め
、
全
国
に
比
し
て
石
油

小
学
校
三
授
業
、
中
学
校
三

は
各
教
科
共
通
し
て
「
他
者
の

依
存
度
が
高
い
。

授
業
の
合
計
六
授
業
の
振
り
返

考
え
を
理
解
し
、
協
力
し
よ
う

り
と
分
科
会
の
様
子
、
大
会
後

と
す
る
態
度
の
育
成
」
が
大
切

三
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

の
児
童
生
徒
の
変
容
等
に
つ
い

で
あ
る
と
し
た
。
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第
八
回
北
海
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エ
ネ
ル
ギ
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環
境
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会
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中
学
校
社
会
科
の
実
践
報
告

中学校社会科 佐藤 航教諭

（札幌市立あいの里東中学校）

北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
研
究
委
員
会
は
二
月
十
五
日(

土)

、
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト

札
幌
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
全
体
研
修
会
を
開
催
し
た
。
全
体
研
修
会
で
は
、
研
究
部
会
よ

り
昨
年
十
一
月
、
札
幌
市
立
藻
岩
小
学
校
で
行
っ
た
第
八
回
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
研

究
大
会
札
幌
大
会
の
研
究
報
告
及
び
今
後
の
研
究
の
方
向
性
を
発
表
。
北
海
道
大
学
エ
ネ
ル
ギ

ー
教
育
研
究
会
よ
り
研
究
実
践
の
発
表
。
佐
藤
憲
明
氏
（
北
海
道
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
環
境
課
長
）
に
よ
る
講
演
会
を
実
施
し
た
。

小
学
校
理
科
の
実
践
報
告

小学校理科 坂下哲也教諭

（札幌市立信濃小学校）

講
演
「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
」

北
海
道
経
済
産
業
局

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課
長

佐
藤
憲
明
氏

「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
つ
い
て

述
べ
る
佐
藤
憲
明
氏



し
て
、
風
力
発
電
で
は
東
京

併
せ
て
、
全
国
で
対
話
活
動

供
給
す
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ド
ー
ム
四
五
〇
〇
個
分
の
土

に
継
続
し
て
丁
寧
に
取
り
組

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

地
面
積
が
必
要
と
な
る
。

む
。
共
通
の
課
題
を
抱
え
る
原

③
こ
れ
ま
で
の
導
入
が
太
陽
光

子
力
主
要
利
用
国
と
の
積
極
的

六
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

発
電
に
偏
重
し
て
い
た
。

な
国
際
協
力
の
下
で
、
国
が
前

方
向
性

④
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
観
点
か
ら

面
に
立
っ
て
取
り
組
む
。

第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

系
統
増
強
が
必
要
で
あ
る
。

画
（
二
〇
一
八
年
七
月
閣
議
決

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

五
地
球
温
暖
化
対
策
と
水
素
社

定
）
を
見
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
導
入
に
は
、
系
統
（
地
域

会
へ
の
取
組

を
考
え
る
と
き
に
大
切
な
こ
と

内
・
地
域
間
連
系
線
）
の
増

化
石
燃
料
等
の
使
用
で
温
室

と
し
て
「
３
Ｅ
＋
Ｓ
」
が
あ
げ

杉
山
憲
一
郎
北
海
道
大
学
名

強
が
必
要
で
あ
る
。
併
せ
て
、

効
果
ガ
ス
が
増
加
し
た
。

ら
れ
る
。
こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

誉
教
授
は
「
社
会
科
・
理
科
で

既
存
送
電
網
の
設
備
の
老
朽

我
が
国
は
震
災
以
降
、
温
室

政
策
の
基
本
的
視
点
で
あ
り
、

の
教
材
化
の
た
め
の
活
用
で
き

化
が
進
展
。
今
後
大
き
な
設

効
果
ガ
ス
排
出
量
は
増
加
。
二

「
安
定
供
給
（E

n
e
r
g
y
S
e
c
u
r

る
釧
路
コ
ー
ル
マ
イ
ン
に
関
連

備
投
資
が
必
要
で
あ
る
。

〇
一
三
年
度
に
は
過
去
最
高
の

i
t
y

）
」
「
経
済
効
率
（E

c
o
n
o
m

す
る
情
報
」
を
提
供
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
は
四
方
を
海

一
四
一
〇
百
万
ト
ン
（
過
去
最

i
c
E
f
f
i
c
i
e
n
c
y

）
」
「
環
境
（E

情
報
提
供
の
契
機
は
平
成
三

に
囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
海

高
）
を
排
出
。
二
〇
一
四
年
度

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t

）
」
＋
「
安
全
性

十
年
十
一
月
の
道
東
支
部
大
会

岸
線
は
約
三
〇
〇
〇
㎞
に
及

か
ら
減
少
に
転
じ
て
い
る
が
、

（S
a
f
e
t
y

）
」
で
あ
る
。

森
教
諭
の
実
践
の
ね
ら
い
は

④
北
海
道
の
火
山
活
動
と
火
山

の
二
日
目
に
釧
路
コ
ー
ル
マ
イ

ぶ
。
日
本
海
側
を
中
心
に
風

震
災
前
と
比
較
す
る
と
、
電
力

具
体
的
に
は
、
震
災
前
（
約

「
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
」「
大

灰
の
広
が
り
と
粘
土

ン
石
炭
掘
削
現
場
を
見
学
し
た

速
８
ｍ
／
ｓ
以
上
の
風
況
を

分
は
原
発
代
替
の
た
め
火
力
発

二
〇
％
）
を
更
に
上
回
る
概
ね

地
に
関
わ
る
災
害
」
に
つ
い
て

⑤
土
砂
崩
れ
（
一
昨
年
の
厚
真

こ
と
で
あ
る
。

観
測
し
、
洋
上
風
力
発
電
に

電
の
焚
き
増
し
に
よ
り
、
二
〇

二
五
％
程
度
の
自
給
率
、
電
力

の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
こ
と
を
通

の
斜
面
崩
壊
）
と
粘
土
の
関

釧
路
コ
ー
ル
マ
イ
ン
の
石
炭

適
し
て
い
る
。

一
七
年
度
は
二
〇
一
〇
年
比
で

コ
ス
ト
を
現
在
よ
り
引
き
下
げ

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
と

連

層
の
特
徴
、
採
炭
技
術
の
概
要
、

そ
し
て
、
北
海
道
は
道
北
、

三
七
百
万
ト
ン
増
加
。

る
こ
と
、
欧
米
に
遜
色
の
な
い

の
関
連
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

参
加
者
は
単
元
の
五
時
間
目

化
石
層
の
成
り
立
ち
、
石
炭
層

道
東
を
中
心
に
酪
農
が
盛
ん

主
要
国
の
長
期
戦
略
と
し

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
が
あ

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
と
の

「
土
砂
崩
れ
（
一
昨
年
の
厚
真

を
形
成
し
た
現
在
の
釧
路
湿
原

で
あ
り
、
家
畜
ふ
ん
尿
が
豊

て
、
我
が
国
は
二
〇
五
〇
年
に

げ
ら
れ
る
。

具
体
的
な
関
連
と
し
て
、
小
学

の
斜
面
崩
壊
）
と
粘
土
の
関
連
」

か
ら
の
想
像
、
釧
路
沖
地
震
（
一

富
に
発
生
す
る
の
で
、
電
気

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

最
後
に
な
る
が
、
北
海
道
エ

校
五
年
生
「
川
と
災
害
」
六
年

の
実
際
の
授
業
の
映
像
を
視
聴

九
九
三
年
）
の
際
の
地
上
と
坑

や
熱
に
加
え
て
農
家
向
け
に

マ
イ
ナ
ス
八
〇
％
と
設
定
。
脱

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
研
究
委
員

生
「
地
震
や
火
山
と
災
害
」
、

し
た
。
実
験
を
通
し
て
子
ど
も

道
の
震
度
の
比
較
、
胆
振
東
部

肥
料
需
要
等
が
あ
る
。

炭
素
社
会
を
最
終
到
達
点
と
し

会
の
研
究
に
お
い
て
も
、
「
３

六
年
生
と
中
学
校
一
年
生
「
大

た
ち
は
、
粘
土
は
土
砂
崩
れ
（
斜

地
震
の
際
の
震
央
と
釧
路
の
震

て
い
る
。

Ｅ
＋
Ｓ
」
の
視
点
を
大
切
に
さ

地
（
地
質
）
に
関
す
る
学
習
」

面
崩
壊
）
に
大
き
く
影
響
し
て

度
の
比
較
な
ど
を
写
真
や
グ
ラ

四
原
子
力
発
電
の
現
状

地
球
温
暖
化
対
策
、
水
素
社

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
大
変

が
あ
げ
ら
れ
る
の
み
。
な
お
、

い
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
体
験

フ
、
図
な
ど
を
用
い
て
提
示
し

現
状
と
し
て
、
再
稼
働
九
基
、

会
実
現
に
向
け
た
道
内
の
取
組

心
強
く
思
っ
た
。

自
然
災
害
の
学
習
は
中
学
校
二

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
。

設
置
変
更
許
可
六
基
、
新
規
制

と
し
て
、
苫
小
牧
Ｃ
Ｃ
Ｓ
実
証

・
三
年
生
で
も
あ
る
。
ま
た
、

基
準
審
査
中
十
二
基
、
未
申
請

試
験
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
電
所

次
年
度
か
ら
は
小
学
校
四
年
生

九
基
、
廃
炉
決
定
済
・
検
討
中

や
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
た

で
「
雨
水
の
行
方
と
地
面
の
様

二
四
基
。

二
酸
化
炭
素
を
含
ん
だ
ガ
ス
か

子
」
で
も
学
習
す
る
。
高
等
学

道
内
の
原
子
力
関
連
施
設
は

ら
Ｃ
Ｏ
２
を
分
離
・
回
収
し

校
で
は
「
地
学
」
が
選
択
さ
れ

北
海
道
電
力(

株)

泊
発
電
所
と

て
、
地
中
深
く
に
圧
入
・
貯
留

な
い
傾
向
に
あ
る
。

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
幌

し
て
い
る
。

授
業
実
践
の
工
夫
と
し
て
、

延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
二

室
蘭
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

子
ど
も
た
ち
が
自
分
事
と
し
て

カ
所
。

タ
ウ
ン
構
想
を
「
地
域
の
特
性

学
ん
で
い
け
る
よ
う
に
す
る
た

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

を
活
か
し
、
地
域
の
再
生
可
能

め
に
「
粘
土
」
を
教
材
と
し
て

最
終
処
分
に
向
け
た
取
組
と
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
未
利
用
エ
ネ
ル

活
用
し
た
。
「
粘
土
を
活
用
し

て
、
二
〇
一
七
年
七
月
、
科
学

ギ
ー
等
を
民
生
家
庭
・
民
生
業

た
学
習
を
経
験
す
る
こ
と
で
、

的
特
性
マ
ッ
プ
を
公
表
。
こ
れ

務
部
門
、
運
輸
部
門
で
利
用
す

子
ど
も
の
認
識
が
広
が
る
」
こ

を
契
機
に
関
係
府
省
の
連
携
の

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

と
を
仮
説
と
し
た
。

の
下
、
国
民
理
解
・
地
域
理
解

進
め
る
低
炭
素
の
先
進
都
市
」

単
元
構
成
は
以
下
の
通
り
。

を
深
め
て
い
く
た
め
の
取
組
を

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
平
成
二
七
年

①
粘
土
に
触
れ
る
時
間

一
層
強
化
し
、
複
数
の
地
域
に

策
定
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
（
燃
料
電
池
自

②
粘
土
を
含
む
教
材
園
の
土
を

処
分
地
選
定
調
査
を
受
け
入
れ

動
車
）
や
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）

利
用
し
た
地
層
実
験

て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
す
。

の
導
入
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
等
へ
水
素
を

③
粘
土
を
加
え
た
地
層
実
験
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わ
か
り
や
す
く
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
ス

ラ
イ
ド
で
説
明
す
る
佐
藤
憲
明
氏

北
海
道
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
研
究
会
実
践
発
表

「
土
地
の
つ
く
り
と
変
化
」
と
「
地
震
や
火
山
と
災
害
」
の
学
び
方

森

剣
治
教
諭
（
札
幌
市
立
上
白
石
小
学
校
）

北
海
道
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
研
究
会
か
ら
の
実
践
発
表
。
森

剣
治
教
諭
（
札
幌
市
立
上
白
石
小
学
校
）
の
六
年
生
理
科
の
実
践

よ
り
。
杉
山
憲
一
郎
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
は
釧
路
コ
ー
ル
マ
イ

ン
に
関
連
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
た
。実

践
発
表
を
行
う
森

剣
治
教
諭

（
札
幌
市
立
上
白
石
小
学
校
）

情
報
提
供
を
行
う
杉
山
憲
一
郎
北
海

道
大
学
名
誉
教
授


